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防疫検査計画策定や家畜伝染病発生時に

おける簡易なシミュレーション等、日常業

務で地図情報を用いる必要性は年々増加し

ている。本県では農場位置表示システムと

して、平成 11年度に県が独自に開発した農

家台帳システムおよび平成 24年度に農林

水産省で開発された家畜防疫マップシステ

ムを用いているが、それらは重大家畜伝染

病発生時での利用を想定しており、日常的

な作業には向いていなかった。そこで、各

職員に配布された県庁 WAN 接続パソコン上

で日常的に農場位置の表示確認が行えるシ

ステムを確立するとともに、低価格化が進

むポータブルカーナビゲーションデバイス

（PND）による外出先での活用も含めた農場

位置表示システムを検討したので報告する。 

 

【方 法】 

農場位置表示システムは、事務所で利用

するパソコン用表示システムと PND を用い

た移動用表示システムで構成した。 

システムファイルは図 1に従い、マイク

ロソフト社のエクセルで作成した（図 2）。 

農場の位置は県農家台帳システムの位置情

報を活用した。地図表示はインターネット

ブラウザで表示される数種類のウェブマッ

プサービス（WMS）を利用した（図 3）。  

複数農場を地図上に表示する時にはそれ

らの機能に対応したホームページを活用し

た。更にパソコン用表示システムには、簡

略なデータベース機能や農場間の距離表示

ができる機能を加え、野鳥の採取場所等の

一時的な位置表示にも対応した。 

 

 

図 1 システムファイルの構成 

 

 

図 2 パソコン用表示システム 

 

 

図 3 WMS 上での農場表示 

 

PND には農家台帳システムのデータを加

工し、全農場の位置情報及び住所を登録し

た。 

【結 果】 

パソコン用表示システムの利用により、



農場所在地の確認時間は、農家台帳で住所

を確認した後に WMSで検索する場合と比べ

て、平均約 120秒から約 20 秒に短縮できた

（図 4）。 

図 4 グーグルマップ上への表示にかかる

時間 

 

また、kml ファイルを利用した地図上へ

の複数農場表示は、位置関係が視覚的に把

握しやすく、防疫検査計画が策定しやすく

なった（図 5）。 

 

図 5 klm ファイルによる複数農場表示 

 

更に PND に全農場の地点登録を行うこと

で農場までの経路案内、到着予定時刻算出

等の機能を利用して、効率的な農家巡回が

可能となった。 

 

【まとめ】 

現在の家畜防疫マップシステムと今回構

築したシステムを併用することで、様々な

状況で農場位置の確認が可能となった。 

また、今回構築したシステムは、インタ

ーネット回線さえあれば、一般的な事務用

パソコンの利用環境で追加費用なく軽快に

動作し、使用方法も簡便であることから、

家畜防疫マップシステムが利用できない市

町や畜産関係団体への情報提供手段として

も有効である。 

 

図 6 移動用表示システムの活用 


